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何度でもやり直せる場所 

校長 小松 伸弘  
 

春のやわらかな光の中で、新しい年度が始まりました。

お子様の御進級、御入学、おめでとうございます。 

本年度は、児童数８８８名、特別支援学級「あおぞら」

４学級を併せた計３１学級に通級ことばの教室を入れて、

新たなスタートを切りました。新しい学年となり、子ども

たちは新しい出会いや役割に緊張しながらも一歩を踏み

出しています。 
 

私も本校校長２年目となりました。昨年度の一年を通して改めて感じたことは、子どもたちが

「関係」の中で育っていくということです。 

家庭では大切に守られている子どもたちも、学校ではさまざまな人と関わりながら生活してい

きます。自分の思い通りにならないことや、友だちとの行き違い、うまくいかない経験も少なく

ありません。しかし、そうした一つ一つの出来事に悩んだり、考えたりしながら、子どもたちは

成長していくのだと感じました。だからこそ、学校は「うまくいくこと」だけを求める場所では

なく、「うまくいかないことにも向き合える場所」でありたいと考えています。 
 

そのために、今日の始業式で子どもたちに伝えたことがあります。それは「うまくいかない人

を笑ったり、馬鹿にしたりしないでほしい」ということです。 

人は誰でも、できることと、できないことがあります。そして、できないこと、苦手なことに

向き合っているとき、その子は目に見えない大きな勇気を使っています。その際に、からかいや

笑いが向けられると、挑戦する気持ちは失われてしまいます。逆に、そっと支えたり、応援した

りする声があれば、安心して何度でもやり直すことができると思うのです。 
 

本校が目指しているのは「やり抜く子」の育成です。それは何でも難なくスイスイできる子と

いうことではなく、うまくいかないことがあっても、仲間と励まし合いながら、もう一度やって

みようと立ち上がることができる子どもの姿です。 

御家庭におかれましても、お子様がうまくいかなかった出来事を話したときには、結果だけで

なく、その過程に目を向けていただければ幸いです。「どうしてできなかったのか」ではなく、

「どうしたかったのか」「どんな気持ちだったのか」という視点で耳を傾けることが、次の一歩

へとつながっていくのではないかと思います。 

子どもたちは、安心できる関係の中でこそ、本来の力を発揮していきます。学校と家庭が同じ

方向を向きながら、その土台を支えていくことができればと思います。 

本年度も教職員一同、子どもたち一人ひとりの成長を大切にしながら、日々の教育活動に取り

組んでまいります。保護者、地域の皆様の御理解と御協力を、よろしくお願いいたします。 

 

教育目標 やり抜く子の育成 

かしこく やさしく たくましく あたたかく 


